










































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0
ように話すこと
0 0 0 0 0 0 0
」は「伝統に従ってすでに話されたように話す





































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
」と
　　していることを紹介しつつ、言語もまた「この点で決してその例外ではない」と
　　する。第五章２・３・４、ｐ218 ～ 219。
注24　第四章２・３、ｐ172。
注25　第四章４・１・１、ｐ177。
注26　「言語というもの」は「どの時点をとってみても体系的である」（第四章２・３、
　　ｐ172）。
注27　第三章１・２、ｐ106。
注28　但しこの間主観性は、フッサールの「間主観性」とは区別されなければなら
　　ない。メルロ＝ポンティの言う間主観性は「間身体性」のことである。揚妻祐
　　樹 2019参照。
注29　第三章１・２、ｐ106。
注30　第三章４・３・３、ｐ130。
注31　「落ち葉のはきよせ　二籠め」。これについて、筑摩書房『二葉亭四迷全集第
　　五巻』（1986）の解説では「明治二十二年初頭から同八月の内閣官報局出仕まで
　　の執筆と推定される。」とある。
注32　第三章２・３・３、ｐ115。
注33　コセリウの挙げる例で、伝達上の配慮から言語変化につながったものとして
　　は、「黄金の世紀」に起こったカスティリャ語の／ ž ／の無声化である。この変
　　化がバスクに隣接した地帯で始まったのだが、これは「カスティリャ語を話すバ
　　スク人のように話そうという伝達上の目的にそった音素の適合現象」によって生
　　じたという（第五章 3・2・1）。
注34　第三章１・２、ｐ106。
注35　第三章１・２、ｐ106。
注36　第三章１・２、ｐ106。
注37　第三章１・２、ｐ106。
注38　とはいえ、口頭言語における言語習得が歴史的ではないというのではない。「わ
　　たし」に言語を教える「あなた」もまた、別の誰かから言語を教わったわけで、
　　その連鎖はまさしく歴史的である。ただ、書記言語に比べ歴史性が目立たないだ
　　けである。
注39　坪内逍遥「二葉亭四迷の事―表現苦時代―」（『柿の蔕』中央公論社、昭和８、
　　ｐ13）
注40　島村抱月「言文一致と敬語」（『中央公論』一五ノ二、明治33年２月）。
注41　『口語法別記』国語調査委員会報告書、大正６年
注42　森岡健二 1985 で挙げた、明治中期ごろのまでの文体のリスト（俗文体、講
34
　　述体、問答体、談話体、演説体、講談体、小説体）には、当時行われていたはず
　　の雅文体であるとか、漢文訓読体であるとかいった文語体の文章が抜けている。
　　森岡の問題意識が言文一致体を対象にしたものなのだからその意味では当然で
　　はあるが、しかし、当時の書記言語全般を考えるのであれば、この点はやはり
　　問われなければならないであろう。雅文体や漢文訓読体は、主に歴史的・伝統的
　　な文化圏の中で位置づけられるものであって、同時代の口語とはかけ離れたもの
　　である。
注43　第一章２・３・２、ｐ29。
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